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図 3-1-2. 九州の活構造 4)  

調査地南方の富来地区付近には、 北東-南西方向に続く 断層が認めら れる 。 ( 確実度Ⅰ～

Ⅱ)  

尚、 今回の計画地周辺では、 断層等の地形の変位は見ら れない。  

ま た、 調査地付近から 国東市街地、 さ ら に国東市武蔵町・ 安岐町へかけての海岸沿いに

は、 広範囲に段丘が発達する 。
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3-2. 地質概要 

国東半島は、 地体構造区分上では西南日本内帯に属する 。  

こ の地域の基盤岩類は、半島南部に分布する 結晶片岩・ 片麻岩・ 花崗岩類で、 白亜系の変成

岩類・ 花崗岩に対比さ れる 。  

基盤岩は、 中新世以降の宇佐層およ び両子火山起源の新期火山岩類に覆われ、 分布域は狭

く 点在し ている 。  

ま た、 河川・ 海岸沿いには、 更新世～完新世の段丘堆積物や未固結堆積物が分布する 。  

今回の調査地の位置する 国東半島の東～北部付近では、 主に①両子火山噴出物・ ②段丘堆

積物・ ③沖積層の 3 つに区分さ れる 。  

 

①両子火山噴出物 

 両子火山噴出物は、 国東半島の大半を占め調査地付近一帯にも 広範囲に分布する 。  

更新世の堆積物で、 安山岩から デイ サイ ト 質の溶岩や火山灰・ 火山礫等から なる 火砕流堆

積物で構成さ れる 。  

安山岩溶岩( Fl ) は、 半島中央部の両子山・ 文殊山や調査地南方の尻付山付近に分布する が

範囲は狭く 分布域は限ら れる 。  

デイ サイ ト 溶岩( Fb) は、 奥台山～文殊山付近でわずかに認めら れる のみである 。  

上部火砕流堆積物( F2) は、国東半島全域に最も 広く 分布し ており 、調査地付近においても 大

半を占めている 。  

こ の下位の下部火砕流堆積物( F1) は、上部の火砕流堆積物に覆われており 、分布は主に半島

中央部付近と なる 。  

 

②段丘堆積物 

国東半島の海岸沿い全域に認めら れ、 国東市国東町付近では発達し ている 。  

形成時期によ り 低・ 中・ 高位の 3 区分さ れ、 調査地を含む国東町の海岸沿いでは主に中位

から なり 、 富来川～田深川沿いでは高位が認めら れる 。  

こ れら の堆積物は、 更新世～完新世の未～低固結堆積物で、 礫・ 砂・ シルト 等から なる 。  
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③沖積層 

国東半島の河川およ び海岸沿いに認めら れ、 半島中心から 延びる 谷部に分布する 。  

完新世の堆積物で、 粘土～砂～礫から なる 河床堆積物や粗粒分の砂～礫を主体と する 砂丘

堆積物等で構成さ れる 。  

 

尚、 今回の計画地では、 盛土に相当する 砂質土の下位に両子火山噴出物の火砕流堆積物に

属する 凝灰角礫岩・ 凝灰岩( 低固結部を含む) 及び粘性土層を確認し ている 。  
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図 3-2-1. 地質図( 中津) 5)  

凡 例 

完新世  浜堤及び砂丘堆積物       Bb   砂及び礫  

完新世    後背湿地及び河床堆積物     BP    シルト 及び砂  

更新世  低位段丘堆積物         t l    砂及び礫  

完新世    中位段丘堆積物         tm1   シルト 及び砂 

完新世   高位段丘堆積物         t h    砂及び礫 

完新世    両子火山( 溶岩) 堆積物      Fb    デイ サイ ト 溶岩  

完新世    両子火山          Fl     安山岩溶岩 

( 上部火砕堆積物)   F2   火山礫・ 火山灰・ 火山岩礫  

白亜紀白亜紀  両  ( 下部火砕堆積物)   F1   火山礫・ 火山灰・ 火山岩礫 
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第４ 章 調 査 結 果 

4-1. 調査ボーリ ング 

調査ボーリ ングは、 平面図に示す 2 箇所で実施し 、 結果は巻末のボーリ ング柱状図に示す

通り である 。  

以下に、 地質状況を一覧表と し てま と める 。  

尚、 N値と 相対密度・ コ ンシス テンシ―の関係には｢地盤調査の方法と 解説｣2)を用い、 土

の分類と 岩級区分は｢岩盤分類と その適用｣6)・「 土木工事共通仕様書｣7)を用い判定し た。  

 

表 4-1-1. N値と 相対密度の関係 2)       

N値 相対密度 現場判別法 

0～4 非常に緩い 鉄筋が容易に手で貫入 

4～10 緩    い ショ ベル( ス コ ッ プ) で掘削可能 

10～30 中 位 の 鉄筋を 5 ポンド ハンマで打込み容易 

30～50 密    な 同上, 30cm程度貫入 

>50 非常に密な 
同上, 5～6cm貫入, 掘削につる はし 必

要, 打込み時金属音 

 

 

表 4-1-2. N値と コ ンシス テンシーの関係 2)  

N値 コ ンシス テンシー 
一軸圧縮強さ qu 

( kN/m2)  

0～2 非常に軟ら かい 0. 0～24. 5 

2～4 軟 ら か い       24. 5～49. 1 

4～8 中 位 の       49. 1～98. 1 

8～15 硬 い       98. 1～196. 2 

15～30 非 常 に 硬 い       196. 2～392. 4 

30～ 固 結 し た       392. 4～ 
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( 両子火山噴出物) ： 凝灰岩・ 凝灰角礫岩 

表 4-1-3. 岩盤等級区分基準( 軟質岩盤) 6)  

岩盤等級 

一応の目安と し て は新鮮な 岩石のテス ト ピ ース の乾燥一軸圧縮試験強度が

20, 000 kN/m2 ( 200 kgf /cm2) 以下のも のである 。  

岩石ハンマーによ る 打撃ではにぶい弛緩し た音を発し 、 時には破壊する 場合も

ある 。 岩石ハンマーの尖頭部によ る 打撃では岩石の表面に容易にく ぼみが生ず

る 。  

CH 

こ のク ラ ス の対象と なる 岩石は中硬質岩に近いも の（ 新鮮な岩石の乾燥一軸圧

縮強度が 15, 000 kN/m2( 150 kgf /cm2 程度以上) である 。  

岩質は新鮮で、 構成粒子は風化変質をま ったく 受けておら ず、 ま た節理はほと

んど分布し ていない。  

CM 

岩質は新鮮であり 、 構成粒子も 二次的な風化変質は受けていない。 ま た、 節理

はほと んど 分布し ていないか、 ある いは分布し ていても 疎かであり し かも 密着

し ている 。  

岩盤と し て風化はほと んど受けていないが、 原岩が軟質な岩石である ので、 絶

対的な硬さ と し ては、 軟質な感じ を受ける 。  

こ の場合、 乾燥一軸圧縮強度が 6, 000 kN/m2( 60 kgf /cm2) ～7, 000 kN/m2( 70 

kgf /cm2) 程度以下のも のでは、 すでにこ のク ラ ス には属さ ず CL 級に属する 。  

CL 

構成粒子はやや風化変質を受け、 固結程度は著し く 低下し ている 。 岩盤と し て

の絶対的な硬さ と し ては、 極めて軟質な感じ を受ける 。 岩石ハンマーの尖頭部

で打撃する と 、 し ばし ば尖頭部は岩盤に突き さ さ る 。  

D 
構成粒子の固結程度は極めて低く なり 、 大部分は砂状ある いは粘土状を呈し て

いる 。  

該当岩石 

新第三紀鮮新世以降の堆積岩。（ 泥岩, シルト 岩, 砂岩, およ び礫岩）  

およ び火山砕屑岩（ 凝灰岩, 凝灰角礫岩およ び火山角礫岩） の大部分がこ れに

該当する 。  

ただし 第四紀の火山砕屑岩にはこ れに該当する も のも ある 。  
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表 4-1-4. 土及び岩の分類表 7)  

名   称 
説       明 摘  要 

Ａ  Ｂ  Ｃ  

土 

礫質土 礫ま じ り 土 

礫の混入があ っ て 掘削

時の能率が低下する も

の 

礫の多い砂, 礫の多い

砂質土, 礫の多い粘性

土 

礫（ Ｇ ）  

礫質土（ Ｇ Ｆ ）  

砂質土 

及び砂 

砂 
バケ ッ ト な ど に山盛り

形状になり にく いも の 

海岸砂丘の砂 

マサ土 
砂（ Ｓ ）  

砂質土 

( 普通土)  

掘削が容易で、バケッ ト

な ど に山盛り 形状にし

易く 空げき の少な いも

の 

砂質土, マサ土 

粒度分布の良い砂 

条件の良いロ ーム 

砂（ Ｓ ）  

砂質土（ Ｓ Ｆ ）  

シルト （ Ｍ）  

粘性土 

粘性土 

バケ ッ ト な ど に付着し

易く 空げき の多い状態

になり 易いも の, ト ラ フ

ィ カ ビ リ テ ィ ーが問題

と なり 易いも の 

ロ ーム 

粘性土 

シルト （ Ｍ）  

 

粘性土（ Ｃ ）  

高含水比 

粘 性 土 

バケ ッ ト な ど に付着し

易く 特にト ラ フ ィ カ ビ

リ ティ ーが悪いも の 

条件の悪いロ ーム 

条件の悪い粘性土 

火山灰質粘性土 

シルト （ Ｍ）  

粘性土（ Ｃ ）  

火山灰質粘性土( Ｖ )  

有機質土（ Ｏ ）  

岩 

ま 

た 

は 

石 

岩塊 

玉石 
岩塊玉石 

岩塊, 玉石が混入し て掘削し にく く , バケッ ト 等

に空げき のでき 易いも の 

岩塊, 玉石は粒径 7. 5 cm以上と し , 丸みのある も

のを玉石と する  

玉石ま じ り 土, 岩塊 

破砕さ れた岩 

ごろごろし た河床 

軟 
 

 
 

 
 

 

岩 
軟 

 
 

 
 

 
 

岩 

Ⅰ 

第 3 紀の岩石で固結の程度が弱いも の 

風化がはなはだし く き わめても ろいも の 

指先で離し う る 程度のも のでク ラ ッ ク 間の間隔

は 1～5 cmく ら いのも のおよ び, 第 3 紀の岩石で

固結の程度が良好なも の 

風化が相当進み多少変色を伴い軽い打撃で容易

に割れる も の, 割れ易いも ので, 亀裂間隔は 5～

10 cm程度のも の 

地山弾性波速度 

700～2, 800 m/sec 

Ⅱ 

凝灰質で軽く 固結し ている も の, 風化が目にそ

って相当進んでいる も の 

亀裂間隔が 10～30 cm程度で軽い打撃によ り 離

し う る 程度, 異質の硬い互層を なすも ので層面

を楽に離し う る も の 

硬 
 

 
 

 

岩 

中 

硬 

岩 

石灰石, 多孔質安山岩のよ う に, と く にち密にで

なく ても 相当の硬さ を 有する も の, 風化の程度

があま り 進んでいないも の, 硬い岩石で間隔 30

～50 cm程度の亀裂を有する も の 

地山弾性波速度 

2, 000～4, 000 m/sec 

硬 
 

 

岩 

Ⅰ 

花崗岩, 結晶片岩など で全く 変化し て いないも

の, 亀裂の間隔が 1 m内外で相当密着し ている も

の, 硬い良好な石材を取り 得る よ う なも の 地山弾性波速度 

3, 000 m/sec 以上 

Ⅱ 

けい岩, 角岩な ど の石英質に富む岩質で最も 硬

いも の, 風化し ておら ず新鮮なる 状態にある も

の, 亀裂なく , よ く 密着し ている も の 



4-4 
 

〇 B, No. 1： 標高 71. 83m, 掘削深度 15m 

〇 B, No. 2： 標高 70. 35m, 掘削深度 13m 

 

表 4-1-5. 地質状況一覧 

時代 地質区分 記号 層相 N値 層厚(  m )  

現世 盛土 粘土質砂 B 粘性土 3～9 2. 8～3. 7 

完新世～ 

更新世 

両子火山 

噴出物 

凝灰質粘土 c-Tf  粘性土 3～6 3. 8～3. 85 

更新世 

凝灰岩 
( 低固結)  

L-Tf  
礫～砂質土 

D 
6～23 1. 05～2. 2 

凝灰岩 Tf  
軟岩～礫質土 

CL～D 
31～50 以上 2. 25～3. 9 

凝灰角礫岩 Tb 
軟岩 

CL( ～CM)  
50 以上 

2. 15～2. 3m 

( 確認)  

 

* 孔内水位 

表 4-1-6. 調査期間中の孔内水位( GL-m)  

地点 掘削深度 孔内水位( 標高)  備考 

B, No. 1 

4. 0 2. 16( 69. 67)  

掘削後は岩盤に相当する 凝

灰岩( Tf 層) の上部、 凝灰岩・

低固結( L-Tf 層) 中に確認 

10. 0 3. 82( 68. 01)  

14. 0 4. 85( 66. 98)  

15. 0 7. 61( 64. 22)  

B, No. 2 

4. 0 2. 62( 67. 73)  

12. 0 7. 55( 62. 8)  

13. 0 7. 85( 62. 5)  
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◎ B, No. 1： 標高 71. 83m, 掘削深度 15m 
 

Ｂ,Ｎo.１

標高７１.８３m

(深度１５.００m)

６

７

３

３

３

３

６

１ ８

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

３ １

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

６９.０３

６５.２３

６３.０３

５９.１３

５６.８３
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 盛土: B)  

・ 0～2. 8m間 粘土質砂 

砂質土 

細～中砂、 粘性土分を 多量に含む 

礫分の大半は風化礫、 径 100mmの玉石混入 

全体に締り は緩い 

 
( 両子火山噴出物: c-Tf , L-Tf , Tf , Tb)   

・ 2. 8～6. 6m間 凝灰質粘土 

 粘性土 

 3. 1m付近ま では旧地山の表土、 以深は凝灰質 

 粘性土分優勢、 砂分を 多量に含む 

礫分は脆い風化礫 

全体に軟ら かい状態 
 

・ 6. 6～8. 8m間 凝灰岩( 低固結)  

礫質土～砂質土、 D級に区分 

固結度低く 、 指圧で砂～礫状化 

脆い軽石を 含む 

7m付近には粘性土分を 混入 

締り は中位程度 
 

・ 8. 8～12. 7m間 凝灰岩 

軟岩～礫質土、 CL～D級に区分 

全体にやや固結度低い、 ハンマーの軽打で崩壊 

脆い軽石を 含む 

12m以深は脆く 固結度低下、 締り は密な程度 
 

・ 12. 7～15m間 凝灰角礫岩 

軟岩、 CL( ～CM) 級に区分 

全体に固結度大、 ハンマーの打撃( ～軽打) で崩壊 

13m付近ま では脆い、 硬質な玉石分を 含む 

 

図 4-1-1. B, No. 1 孔( 総括図)  

L-Tf  

B 

L-Tf  

B 

Tb 

Tf  

Tb 

c-Tf  

Tf  

c-Tf  
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◎ B, No. 2： 標高 70. 35m, 掘削深度 13m 
 
 

Ｂ,Ｎo.２

標高７０.３５m

(深度１３.００m)

３

４

９

４

６

４

３

２ ３

４ ８

４ ９

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

６６.６５

６２.８０

６１.７５

５９.５０

５７.３５
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 盛土: B)  

・ 0～3. 7m間 粘土質砂 

砂質土 

細～中砂、 粘性土分を 多量に含む 

礫分は風化礫 

全体に締り は緩い 

 
( 両子火山噴出物: c-Tf , L-Tf , Tf , Tb)   

・ 3. 7～7. 55m間 凝灰質粘土 

 粘性土 

 4. 5m付近ま では旧地山の表土、 以深は凝灰質 

 粘性土分優勢、 砂分を 多量に含む 

4. 5～5. 5m間は砂分優勢 

礫分は脆い風化礫 

全体に軟ら かい状態 
 

・ 7. 55～8. 6m間 凝灰岩( 低固結)  

礫質土～砂質土、 D級に区分 

固結度低く 、 指圧で砂～礫状化 

脆い軽石を 含む 

締り は中位程度 
 

・ 8. 6～10. 85m間 凝灰岩 

軟岩～礫質土、 CL～D級に区分 

全体にやや固結度低い、 ハンマーの軽打で崩壊 

脆い軽石を 含む 

全体に締り は密な程度 
 

・ 10. 85～13m間 凝灰角礫岩 

軟岩、 CL( ～CM) 級に区分 

全体に固結度大、 ハンマーの打撃( ～軽打) で崩壊 

11m付近ま では脆い、 硬質な玉石分を 含む 

 

図 4-1-2. B, No. 2 孔( 総括図)  

L-Tf  

B 

L-Tf  

B 

Tb 

Tf  

Tb 

c-Tf  

Tf  

c-Tf  
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4-2. 標準貫入試験 

 標準貫入試験は、 地盤の硬軟・ 固結程度およ び締り 具合を把握する こ と を目的と し た。  

 以下、 表 4-2-1～3 に地層別及び孔毎の N値をま と める 。  

 

表 4-2-1. 地層別 N値一覧表 

＊代表 N値＝ 平均 N値－標準偏差／28)   

＊換算 N値＝ ( 30／50 回打撃の貫入量 cm) ×50、 最大値 300 

 

表 4-2-2. N値評価表( B, No. 1)  

深度( GL-m)  
100 ㎜毎の打撃回数( 回)  N値 

( 換算)  
採用 N値 区分 備考 

100 200 300 

1. 15～1. 45 2 2 2 6 6 
B 

 

2. 15～2. 45 2 3 2 7 7  

3. 15～3. 45 1 1 1 3 3 

c-Tf  

 

4. 15～4. 45 1 1 1 3 3  

5. 15～5. 45 1 1 1 3 3  

6. 15～6. 45 1 1 1 3 3  

7. 15～7. 45 2 1 3 6 6 
L-Tf  

 

8. 15～8. 45 5 6 7 18 18  

9. 15～9. 42 14 20 16/70 
50/270 

( 56)  
56 

Tf  
N値 50 以上のため換算 10. 15～10. 37 17 25 8/20 

50/220 

( 68)  
68 

11. 15～11. 40 15 21 14/50 
50/250 

( 60)  
60 

12. 15～12. 45 8 10 13 31 31  

13. 00～13. 19 29 21/90 - 
50/190 

( 79)  
79 

Tb 

N値 50 以上のため換算 

貫入量 5cmの換算値 300 を

最大値 

14. 00～14. 07 50/70 - - 
50/70 

( 214)  
214 

15. 00～15. 03 50/30 - - 
50/30 

( 500)  
300 

地層区分 記号 計測数 
最小Ｎ 値 

Ｎ mi n 

最大Ｎ 値 

Ｎ max 

平均Ｎ 値 

Ｎ mean 

標準偏差 

Σn-1 

代表Ｎ 値 

Ｎ avg 

盛土 粘土質砂 B 5 3 9 5. 8 2. 1 4. 7 

両子火山 

噴出物 

凝灰質粘土 c-Tf  8 3 6 3. 2 1. 0 2. 7 

凝灰岩 
( 低固結)  

L-Tf  3 6 23 15. 7 7. 1 12. 1 

凝灰岩 Tf  6 31 68 52. 0 11. 6 46. 2 

凝灰角礫岩 Tb 6 75 300 211. 4 99. 8 161. 5 
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表 4-2-3. N値評価表( B, No. 2)  

深度( GL-m)  
100 ㎜毎の打撃回数( 回)  N値 

( 換算)  
採用 N値 区分 備考 

100 200 300 

1. 15～1. 45 1 1 1 3 3 

B 

 

2. 15～2. 45 1 1 2 4 4  

3. 15～3. 45 1 6 2 9 9  

4. 15～4. 45 1 1 2 4 4 

c-Tf  

 

5. 15～5. 45 2 2 2 6 6  

6. 15～6. 45 1 1 2 4 4  

7. 15～7. 45 1 1 1 3 3  

8. 15～8. 45 6 8 9 23 23 L-Tf   

9. 15～9. 45 12 15 21 48 48 
Tf   

10. 15～10. 45 15 15 19 49 49 

11. 15～11. 35 32 18 - 
50/200 

( 75)  
75 

Tb 

N値 50 以上のため換算 

貫入量 5cmの換算値 300 を

最大値 

12. 00～12. 02 50/20 - - 
50/20 

( 750)  
300 

13. 00～13. 01 50/10 - - 
50/10 

( 1500)  
300 
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4-3. 孔内水平載荷試験 

孔内水平載荷試験は、 ボーリ ング孔周辺の変形特性の把握を目的に実施し た。  

試験は、 両子火山噴出物の凝灰質粘土( c-Tf 層) を対象に行った。  

以下に試験結果を示す。  

表 4-3-1. 孔内水平載荷試験一覧表 

No 
深度 

( GL-m)  
対象地質 N値 

静止土圧 

Po( kN/m2)  

降伏圧 

Py( kN/m2)  

地盤係数 

K( MN/m3)  

変形係数 

E( MN/m2)  

B, No. 1 5. 0 
凝灰質粘土 

( c-Tf 層)  

3 180. 2 175. 0 52, 220 4, 470 

B, No. 2 5. 0 6 180. 6 407. 7 138, 400 8, 451 

 

尚、 参考ま でに N値と 変形係数の関係は、 地盤材料に関わら ず以下の関係が認めら れ、 一

般的には E=700Nと さ れている 。  

変形係数 = 700N ( KN/m2)  2)  

N値から の推定値は、 変形係数＝2, 100～4, 200 kN/m2 と なり 、 試験値よ り 低い値を示し て

いる 。  
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4-4. 室内土質試験 

室内土質試験は、 試料の物理的特性を把握する こ と を目的と し ている 。  

以下、 結果をま と める 。  

 

表 4-4-1. 土質試験結果一覧表 

 

○ 土粒子の密度 

・ B層 ρs=2. 740～2. 741 g/cm3 ,  c-Tf 層 ρs=2. 784～2. 798 g/cm3 

一般的には 2. 6～2. 8 g/cm3 の値と なる 。  

各試料と も に概ね普通土の範囲内の値である が、 c-Tf 層では若干高めの値と なる 。  

表 4-4-2. 土粒子の密度と 土の種類 9)  

試料番号（ 深さ ）  
1-1 

( 1. 15m～)  

1-2 

( 5. 15m～)  

2-1 

( 2. 15m～)  

2-2 

( 5. 15m～)  

一般 

土粒子の密度 

ρs g/cm3 
2. 741 2. 798 2. 740 2. 784 

自然含水比 

Wn  ％ 
32. 9 44. 2 36. 9 38. 0 

粒度 

礫    分   

2～75mm  ％ 
20. 3 2. 3 11. 6 20. 6 

砂    分 

75μm～2mm ％ 
36. 5 46. 7 41. 6 41. 1 

シ ル ト 分   

5～75μm ％ 
17. 3 22. 0 20. 6 11. 0 

粘  土  分    

～5μm  ％ 
25. 9 29. 0 26. 2 27. 3 

コ ンシ

ス テン

シー特

性 

液 性 限 界 

WL  ％ 
50. 9 72. 6 72. 8 61. 0 

塑 性 限 界 

Wp  ％ 
23. 0 28. 7 28. 8 30. 0 

塑 性 指 数 

I p 
27. 9 43. 9 44. 0 31. 0 

分類 
分 類 名 粘性土質礫質砂 

砂質粘土 

( 高液性限界)  

礫混じ り  

粘性土質砂 
粘性土質礫質砂 

分 類 記 号 SCsG CHS SCs-G SCsG 

試料判定によ る 土質区分 
粘土質砂 

( B)  

凝灰質粘土 

( c-Tf )  

粘土質砂 

( B)  

凝灰質粘土 

( c-Tf )  

土の種類 土粒子の密度ρs（ g/cm3）  

腐植物を多量に含有する 土 2. 00( 以下) ～2. 50 

普通の土 2. 60～2. 80 

砂鉄など 重鉱物を含む土 2. 80～3. 00( 以上)  
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○ 自然含水比 

・ B層 Wn=32. 9～36. 9％ ,  c-Tf 層 Wn=38. 0～44. 2％ 

一般に細粒土( 粘土・ シルト ) で高く 、 粗粒土( 砂・ 礫) では低い値と なる 。  

B層は沖積砂層の範囲内に含ま れ、 c-Tf 層は洪積粘土～砂層の平均付近の値である 。  

表 4-4-3. 土の物理的性質の経験値 9) 

地層 
含水比 Wn  ％ 

粘土 砂 腐植土 ロ ーム 

沖積層 60～90 30～50 150～300 - 

洪積層 40～60 20～30 - 100～130 

 

○ 粒度 

・ B層 細粒分( 粘土 25. 9%, シルト 17. 3%) 、 粗粒分( 砂 36. 5%, 礫 20. 3%)  

・ w3-T細粒分( 粘土 26. 2%, シルト 20. 6%) 、 粗粒分( 砂 41. 6%, 礫 11. 6%)  

粗粒分( 砂分) 優勢で粘性土質礫質砂( SCsG) 、 礫混じ り 粘性質砂( SCs-G) に分類さ れる 。  

・ c-Tf 層 細粒分( 粘土 29. 0%, シルト 22. 0%) 、 粗粒分( 砂 46. 7%, 礫 2. 3%)  

・ Vs 層   細粒分( 粘土 27. 3%, シルト 11. 0%) 、 粗粒分( 砂 41. 1%, 礫 20. 6%)  

1-2 では細粒分( 粘土分) 優勢で高液性限界の砂質粘土( CHS) に、 2-2 では粗粒分( 砂分) 優勢

で粘性土質礫質砂( SCsG) に分類さ れる 。  

 

 

図 4-4-1. 粒度分布

0% 25% 50% 75% 100%

2‐2(c‐Tf)

1‐2(c‐Tf)

2‐1(B)

1‐1(B)

粘土 シルト 砂 礫
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○ コ ンシス テンシー特性( 液性限界、 塑性限界、 塑性指数)  

・ B層 WL=50. 9～72. 8%, Wp=23. 0～28. 8%, I P=27. 9～44. 0 

砂分優勢である が、 沖積粘土～シルト 層の範囲内に含ま れ、 自然含水比は WL-Wp 間で塑性

状態にある 。  

・ c-Tf 層 WL=61. 0～72. 6%, Wp=28. 7～30. 0%, I P=31. 0～43. 9 

2-2 では砂分優勢である が、 両試料と も に沖積粘土～シルト 層の範囲内に含ま れる 。  

自然含水比は WL-Wp 間で塑性状態にある 。  

表 4-4-4. コ ンシス テンシーの経験値 9)  

土の種類 液性限界 WL ％ 塑性限界 Wp ％ 

沖積層 
粘土 60～100 20～60 

シルト 質 40～70 20～50 

洪積層 粘土 85～150 40～80 

                                                       

 

表 4-4-5. 自然含水比をコ ンシス テンシーで評価し た表 9)  

 液性状 塑性状 半固結状 

自然含水比 W＞WL WL＞W＞Wp W＜Wp 

コ ンシス テンシー I c＜0 0＜I c＜1 1＜I c 

分類 流動粘土 塑性粘土 弾性粘土 
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第５ 章 ま  と  め 

5-1. 地質状況について 

表 5-1-1. 地質状況一覧 

時代 地質区分 記号 層相 
提案

N値 

層厚

(  m )  
備考 

現世 盛土 粘土質砂 B 砂質土 5. 8 

2. 8 

～ 

3. 7 

現在の施設建設に伴う 盛土 

計画地の表層部に分布 

層厚は 2. 5～4m程度 

B, No. 2 孔へやや厚く なる  

緩い状態の軟弱地盤 

土質区分は｢SCsG｣・ ｢SCs-G｣ 

完新世 

～ 

更新世 

両子火山

噴出物 

凝灰質粘土 c-Tf  粘性土 3. 2 

3. 8 

～ 

3. 85 

盛土( B層) 下に分布 

凝灰質を呈する  

上層には旧表土を含む 

層厚は 3. 8m程度 

軟ら かい状態の軟弱地盤 

土質区分は｢CHS｣・ ｢SCsG｣ 

更新世 

凝灰岩 

( 低固結)  
L-Tf  

礫質土 

～ 

砂質土 

D 

15. 7 

1. 05 

～ 

2. 2 

凝灰質粘土( c-Tf 層) 下に分布 

低固結状を呈する  

層厚は 2m程度以下 

B, No. 2 孔では 1m程度でやや薄

い状態 

締り は｢中位｣程度 

掘削後に孔内水位を確認 

凝灰岩 Tf  

軟岩 

～ 

礫質土 

CL～D 

52. 0 

2. 215 

～ 

3. 9 

凝灰岩・ 低固結部( L-Tf 層) の

下位に確認 

標高≒61. 5～63ｍ以深に出現 

B, No. 1 で若干高い位置よ り 出

現( B, No. 2≒+1. 3m)  

出現深度は GL-8. 6～8. 8m 

支持地盤と し て概ね適用可能 

凝灰角礫岩 Tb 
軟岩 

CL( ～CM)  
161. 5 

2. 15 

～ 

2. 3 

( 確認)  

凝灰岩( Tf 層) 下の最下部に確

認 

標高≒59～59. 5m以深に出現 

B, No. 2 で若干高い位置よ り 出

現( B, No. 2≒+40cm)  

現在の地形と 異なる  

出現深度は GL-10. 85～12. 7m 

支持地盤と し て適用可能 
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凝灰角礫岩(Tb)

砂質粘土(c-Tf)

凝灰岩・低固結(L-Tf)

両子火山噴出物

粘土質砂(B)盛土

凝灰岩(Tf)

Ｂ,Ｎo.１

標高７１.８３m

(深度１５.００m)

６

７

３

３

３

３

６

１ ８

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

３ １

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

６９.０３

６５.２３

６３.０３

５９.１３

５６.８３

Ｂ,Ｎo.２

標高７０.３５m

(深度１３.００m)

３

４

９

４

６

４

３

２ ３

４ ８

４ ９

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

６６.６５

６２.８０

６１.７５

５９.５０

５７.３５

 

図 5-1-1. 縦断図 

  

NO.3+15.00(B)
GH=75. 01

FH=

CO

CO

階段

COCO
CO

AS

CO
CO 盛土 粘土質砂(B)

両子火山噴出物
凝灰岩・低固結(L-Tf)

砂質粘土(c-Tf)

凝灰角礫岩(Tb)

凝灰岩(Tf)

Ｂ,Ｎo.１

標高７１.８３m

(深度１５.００m)

６

７

３

３

３

３

６

１ ８

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

３ １

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

６９.０３

６５.２３

６３.０３

５９.１３

５６.８３

 
図 5-1-2. 横断図( 測点 No. 4)  

  

石

CO CO
CO

石

凝灰角礫岩(Tb)

砂質粘土(c-Tf)

凝灰岩・低固結(L-Tf)両子火山噴出物

粘土質砂(B)

盛土

凝灰岩(Tf)

CO

AS
CO

Ｂ,Ｎo.２

標高７０.３５m

(深度１３.００m)

３

４

９

４

６

４

３

２ ３

４ ８

４ ９

 ５０以上

 ５０以上

 ５０以上

６６.６５

６２.８０

６１.７５

５９.５０

５７.３５

 

図 5-1-3. 横断図( 測点 No. 5)



5-3 
 

 

写真 5-1-1. 調査地箇所( B, No. 2→1 孔方向)  

 

写真 5-1-2. B, No. 1 孔の上部( 測点 No. 3 付近)  

 

写真 5-1-3. 調査箇所遠景( 測点 No. 6 付近→始点方向)  
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5-2. 地盤定数の提案 

今回の調査によ り 明ら かになった地層について、 単位体積重量・ 粘着力・ せん断抵抗角の

値を提案する 。 尚、 各定数値は以下に示す文献値・ 換算式を用いる 。  

 

〇砂質土・ 礫質土の内部摩擦角( φ) 2）  

・ φ = √20N +15 ・ ・ ・ 式 5-2-1 

〇粘性土の粘着力( c) 10）  

・ c = 6. 25N ・ ・ ・ 式 5-2-2 

 

〇N値と ボーリ ング孔内変形係数( E) 2）  

・ E = 700N ・ ・ ・ 式 5-2-3 

 

 
図 5-2-1. 岩盤の単位体積重量の測定例 11)  
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表 5-2-1. 土の内部摩擦角およ び粘着力 12)  

種類 状態 
単位体積重量 

( kN/m3)  

せん断抵抗角 

( 度)  

粘着力

( kN/m2)   

地盤工学

会基準 

自 

然 

地

盤 

 

礫 

密実なも のま たは 

粒度幅の良いも の 
20 40 0 

G 
密実でないも のま たは 

分級さ れたも の 
18 35 0 

礫混り 砂 
密実なも の 21 40 0 

G 
密実でないも の 19 35 0 

砂 

密実なも のま たは 

粒径幅の広いも の 
20 35 0 

S 
密実でないも の 

ま たは分級さ れたも の 
18 30 0 

砂質土 
密実なも の 19 30 30 以下 

SF 
密実でないも の 17 25 0 

粘性土 

固いも の N=8～15 

( 指で強く 押し 多少凹む)  
18 25 50 以下 

M, C 
やや軟いも の N=4～8 

( 指の中程度の力で貫入)  
17 20 30 以下 

軟いも の N=2～4 

( 指が容易に貫入)  
16 15 15 以下 

粘土 

およ び 

シルト  

固いも の N=8～15 

( 指で強く 押し 多少凹む)  
17 20 50 以下 

M, C 
やや軟いも の N=4～8 

( 指の中程度の力で貫入)  
16 15 30 以下 

軟いも の N=2～4 

( 指が容易に貫入)  
14 10 15 以下 

関東 

ロ ーム 
 14 5( φu)  30 以下 V 

盛

土 

礫およ び 

礫混じ り 砂 
締固めたも の 20 40 0 G 

砂 
締固め

たも の 

粒径幅の広いも の 20 35 0 
S 

分級さ れたも の 19 30 0 

砂質土 締固めたも の 19 25 30 以下 SF 

粘性土 締固めたも の 18 15 50 以下 M, C 

関東ロ ーム 締固めたも の 14 20 10 以下 V 
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表 5-2-2. 換算 N値によ る 測定例 11)  

 
砂岩・ 礫岩 

深成岩類 
安山岩 

泥岩・ 凝灰岩 

凝灰角礫岩 
備考 

粘着力

( kN/m2)  

換算 N値と  

平均値の関係 
15. 2N 0. 327 25. 3N 0. 334 16. 2N 0. 606  

標準偏差 0. 218 0. 384 0. 464 
Log 軸上の

値 

せん断

抵抗角

( 度)  

換算 N値と  

平均値の関係 
5. 10LogN+29. 3 6. 82LogN+21. 5 0. 888LogN+19. 3 

Log の底は

10 

標準偏差 4. 40 7. 85 9. 78  

 

 

図 5-2-2. 岩盤の変形係数の測定例 11)  

 

平均値： (変形係数 E)=27.1(N 値)0.69 [kgf/cm2] [×98.1kN/m2] 
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表 5-2-3. 地盤定数の提案値 

地質区分 記号 層相 提案 N値 
単位体積 

重量( kN/m3)

せん断抵抗

角φ( °)  

粘着力 

c( kN/m2)  

変形係数 

E( kN/m2)  

盛土 粘土質砂 B 砂質土 5. 8 19 26 0 4, 000 

両子火山

噴出物 

凝灰質粘土 c-Tf  粘性土 3. 2 16 0 20 6, 400 

凝灰岩 
( 低固結)  

L-Tf  
礫～砂質土 

D 
15. 7 16 20 85 17, 700 

凝灰岩 Tf  
軟岩～礫 

CL～D 
52. 0 18 21 180 40, 600 

凝灰 

角礫岩 
Tb 

軟岩 

CL( ～CM)  
161. 5 20 21 350 88, 800 

＊Tb 層は代表値を 提案値 

 

( 盛土)  

・ 粘土質砂： B 

式 5-2-1, 3 と 表 5-2-1｢盛土 砂質土｣を参考にする 。  

単位体積重量は、 表 5-2-1 よ り γt=19kN/m3 を提案値と する 。  

せん断抵抗角は、 式 5-2-1 よ り φ=26°を提案値と し 、 粘着力は考慮し ない。  

変形係数は、 式 5-2-3 よ り E=4, 000kN/m2 を提案値と する 。  

表 5-2-4. 地盤定数の提案値 

 
単位体積重量 

γt  ( kN/m3)  

せん断抵抗角 

φ( °)  

粘着力 

c( kN/m2)  

変形係数

E( kN/m2)  

表 5-2-1 19 25 30 以下 - 

式 5-2-1 - 25. 8 - - 

式 5-2-3 - - - 4, 060 

提案値 19 26 0 4, 000 
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( 両子火山噴出物)  

・ 凝灰質粘土： c-Tf  

式 5-2-2, 3 と 表 5-2-1｢粘性土 軟ら かい｣及び試験値を参考にする 。  

単位体積重量は、 表 5-2-1 よ り γt=16kN/m3 を提案値と する 。  

粘着力は、 表 5-2-2 よ り c=20kN/m2 を提案値と し 、 せん断抵抗角は考慮し ない。  

変形係数は、 試験値の平均値 E=6, 400kN/m2 を提案値と する 。  

表 5-2-5. 地盤定数の提案値 

 
単位体積重量 

γt  ( kN/m3)  

せん断抵抗角 

φ( °)  

粘着力 

c( kN/m2)  

変形係数

E( kN/m2)  

表 5-2-1 16 15 15 以下 - 

式 5-2-2 - - 20. 0 - 

式 5-2-3 - - - 2, 240 

試験値 - - - 
4, 470～8, 451 
( 平均 6, 461)  

提案値 16 0 20 6, 400 

 

・ 凝灰岩( 低固結) ： L-Tf  

岩盤と し て取り 扱い表 5-2-2｢凝灰岩｣と 図 5-2-1, 図 5-2-2 の換算式を参考にする 。  

単位体積重量は、 γt=16kN/m3 を提案値と する 。  

せん断抵抗角・ 粘着力は、 φ=20°・ c=85kN/m2 を提案値と する 。  

変形係数は、 E=17, 700kN/m2 を提案値と する 。  

表 5-2-6. 地盤定数の提案値 

 
単位体積重量 

γt  ( kN/m3)  

内部摩擦角 

φ( °)  

粘着力 

c( kN/m2)  

変形係数

E( kN/m2)  

表 5-2-2 - 20. 4 85. 8 - 

図 5-2-1 16. 2 - - - 

図 5-2-2 - - - 17, 749 

提案値 16 20 85 17, 700 
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・ 凝灰岩： Tf  

岩盤と し て取り 扱い表 5-2-2｢凝灰岩｣と 図 5-2-1, 図 5-2-2 の換算式を参考にする 。  

単位体積重量は、 γt=18kN/m3 を提案値と する 。  

せん断抵抗角・ 粘着力は、 φ=21°・ c=180kN/m2 を提案値と する 。  

変形係数は、 E=40, 600kN/m2 を提案値と する 。  

表 5-2-7. 地盤定数の提案値 

 
単位体積重量 

γt  ( kN/m3)  

内部摩擦角 

φ( °)  

粘着力

c( kN/m2)  

変形係数

Ep( kN/m2)  

表 5-2-2 - 20. 8 177. 5  

図 5-2-1 18. 2 - - - 

図 5-2-2 - - - 40, 596 

提案値 18 21 180 40, 600 

 

・ 凝灰角礫岩： Tb 

表 5-2-2｢凝灰角礫岩｣と 図 5-2-1, 図 5-2-2 の換算式を参考にする 。  

単位体積重量は、 γt=20kN/m3 を提案値と する 。  

せん断抵抗角・ 粘着力は、 φ=21°・ c=350kN/m2 を提案値と する 。  

変形係数は、 E=88, 800kN/m2 を提案値と する 。  

表 5-2-8. 地盤定数の提案値 

 
単位体積重量 

γt  ( kN/m3)  

内部摩擦角 

φ( °)  

粘着力

c( kN/m2)  

変形係数

Ep( kN/m2)  

表 5-2-2 - 21. 3 352. 9  

図 5-2-1 20. 2 - - - 

図 5-2-2 - - - 88, 767 

提案値 20 21 350 88, 800 

 


